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（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正）   

 集 成 材 （ F J 間 柱 ） の 強 度 性 能                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 

  スギ丸太から製材される背板材や短尺材な

どの有効利用を目的にフィンガ－ジョイント

(FJ)加工による縦継ぎ材（以下 FJ 間柱）を製

造して強度性能の検討を行い、間柱としての有

効利用法について検討した。 

 

２ 研究方法と結果 

(1) 試験材料：スギ辺材部中心の木取り材（以

下Ｈ材）と心材部中心の木取り材（以下

Ｓ材）の計 50 枚を試験材とした。 

(2) 試験方法：曲げ強度試験は３等分点荷重

方式で、荷重点間内に FJ 部が入るように

して材の幅方向に荷重を加えるエッジワ

イズ方式（スパン 210cm）と、材の厚さ方

向に荷重を加えるフラットワイズ方式

（スパン 60cm）の２種類で行った。 

(3) 結果: 曲げ強度の平均値は、Ｈ材がＳ材

より高い値を示した。 

  Ｈ材はＪＡＳの枠組壁工法構造用たて

継ぎ材の規格において、たて枠用たて継

ぎ材の基準値（①最小値 150kgf/cm2、②

試験数の 95％が 169kgf/cm2以上）をクリ

アした。 

  Ｓ材は同規格の基準値で②の規格をわ

ずかに下回ったが、甲種たて継ぎ材、乙

種たて継ぎ材として利用可能なことが明

らかになった。 

３ 成果の活用 

 背板材や短尺材によるFJ間柱がJASの枠組

壁法構造用たて継ぎ材として利用できること

が明らかになった。 

 しかし、木取り部位による強度のバラツキ

があるため、製造機械とともに製品の強度保

証を行う保証荷重試験機を導入する必要があ

る。 

 エッジワイズ方式の曲げ強度試験 

FJ 間柱の利用例（階段部付近） 
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